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3.1 測定の不確かさ（誤差）  

 ・不確かさ（誤差）＝ 

 

 ・問い：誤差を小さくするための具体的方法は？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ●誤差の分類  

  ①系統誤差：測定器固有の誤差（器差），測定者の癖（個人誤差），環境条件，等による 

    ・ 

    ・ 

   ②偶然誤差：原因を特定不可能な揺らぎや不確実性に由来する 

    ・ 

    ・ 

   ③過失誤差：機器操作の誤り，等 

    ・ 

    ・ 
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 ●ばらつき（偶然誤差）の特徴  

 ・平均値付近の値が測定される頻度： 

 ・  〃  より離れた値が   〃  ： 

 ・平均値を中央としたときの左右のばらつき： 

           X：  

           x：  

           f(x) ： 

 

        a≦X≦b となる確率： 

 
 
 

             µ：  

 

             σ 2：  

 

             σ ：  

 

             正規分布の表記： 

 

図 3.2 正規分布 

(a) かたより・ばらつきとも小 (b) かたより大・ばらつき小 (c) かたより小・ばらつき大 
図 3.1 かたよりとばらつき（イメージ） 
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図 3.3 かたよりとばらつき（正規分布） 
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3.2 正規分布の標準化  

 ●  (a) 成年男子の身長の分布，

N(170 cm, (6 cm)2) 

   (b) 小学 3 年男子の身長の分布，

N(128 cm, (4 cm)2) 	 を比較する． 

 
              

 ・ 正規分布の性質より・・・ 

 
 
 
 
 
 

  ●個別の正規分布に対して・・・  
 
 
 

  ・ 

  ・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4 正規分布の標準化 

(a) 個別の正規分布    (b) 標準化正規分布 
図 3.4 正規分布における確率推定 
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 ・正規分布表の使用法 

 ①：その正規分布表が記述して

いる確率（I(Z)の領域）を確認

する． 

 ②：測定値 x に対して変数変換

を行い，x に対応する Z の値

を求める． 

 ②：Z の値を縦軸および横軸か

ら選択し，両軸から該当する

表中の値が確率 I(Z)の値（＝

I(Z)の面積）となる． 

 
 

 ・例題：ある高校 3 年男子 150 人の身長が平均 µ = 170.4cm，標準偏差 σ = 5.7cm の正規 

  分布を取るとき，175cm 以上の生徒数を求めよ． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.1 正規分布表 
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3.3 標準化正規分布における標準偏差  

 ・標準化した正規分布 N(0, 12)において，分布の

形状は全て同一である 

 
 

 ●  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ・例題：標準化された正規分布において，±3σ （－3σ 〜 ＋3σの範囲内）に含まれる 

  確率は何％となるか，表 3.1 の正規分布表を用いて求めよ．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.5 標準化後の標準偏差 
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